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化学物質管理とリスクコミュニケーション

日東紡績株式会社 福島工場・福島第二工場
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日東紡グループ
日東紡事業所５社

日東紡ｸﾞﾙｰﾌﾟ10社

日東紡福島第二工場

昭和44年（1969年）～

ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ加工工場とし

て操業

日東紡福島工場

大正12年(1923年）～操業

ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ製造工場として

昭和42年(1967年）～操業
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グラスファイバー製造

ロービング チョップドストランド グラスヤーン

ＩＣ クロス

グラスファイバーの用途
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日東紡福島工場、福島第二工場を取り巻く環境

福島工場
四方を住宅街に
囲まれた工場

福島第二工場
工業団地内にあるが、
前面は住宅街
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全社中期経営計画「Relay101」

環境に関する全社方針

ＰＲＴＲ物質を中心に取扱量、排出量の
削減活動を実施。
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工場の化学物質管理とﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Ⅰ.化学物質管理

Ⅱ.リスクコミュニケーション

モニター委員会

化学物質管理委員会

新規資材購入・既存物質管理

ＬＴＰ測定法

環境施設見学会

化学物質パトロール
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化学物質管理組織（委員会）

工場長

化学物質管理者

環境管理責任者

衛生管理責任者

各課
衛生管理者

衛生工学
衛生管理者

各課
衛生管理者

各課
衛生管理者

化学物質ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

化学物質事務局

産業医

各製造部及び課

化学物質管理委員
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化学物質パトロール
①化学物質委員会ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
化学物質管理委員のﾒﾝﾊﾞｰ
で定期にパトロールを実施
（薬品・試薬等の保管から
局所排気装置の設備・使用
状況まで幅広くﾁｪｯｸ）

②産業医による
職場ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

産業医と化学物質事務
局によるパトロール
（毎月、計画的に巡回）
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工場の化学物質管理の取組

ＰＲＴＲ法よりも厳しい自主管理

ＰＲＴＲ法の裾切り１tonよりも厳しい
０.５tonでの年間取扱等の管理を実施

更に福島県適正管理指針により、
PRTR物質以外のｱｾﾄﾝ、ﾒﾀﾉｰﾙ等
100ｋｇ以上の取扱量等を把握
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新規資材購入（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ)

環境管理責任者が「環境影響」を審査

化学物質事務局は「有害性」を審査

化学物質管理者が「リスク評価」を承認

新規資材物質の購入が可能に

応急・一時購入

応急・一時購入

購入者が「リスク評価」を実施

（頻度、暴露等）
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既存購入一覧表

既存の物質に対してはあらゆる面から評価した、
既存購入一覧表にて管理

③環境影響リスクアセスメント実施

含有量、環境影響を評価

①適用法令の確認

消防法、毒劇法、ＡＣＧＩＨ、悪臭法、廃棄物法、
ＰＲＴＲ法、県の適正管理指針を確認

②化学物質リスクアセスメント実施

有害性、頻度、暴露、使用量、従事者数を評価

④既存購入先調査を定期に実施
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化学物質の徹底管理

安全対策
（MSDSの現場設置、有機
溶剤等の表示、取り扱い注
意事項表示の徹底）

環境対策
（溶剤置場、廃液置場の
分離槽設置や緊急揚水
ﾎﾟﾝﾌﾟによる構外への
流出防止策）
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化学物質関連環境教育

Ⅰ.計画的な化学物質関係の資格取得

有機溶剤作業主任者、特化物質作業主任者、局所
排気装置定期自主検査者、衛生管理者、衛生工学

衛生管理者、作業環境測定士等

※資格取得後の勉強会
資格取得者は社内において

勉強会を開催し、水平展開を実施

Ⅱ.職場での化学物質教育
雇入時、職場移動時における化学物質に対する

安全教育を実施
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工場の化学物質の削減

①ホルムアルデヒドの代替化（完了）

②ジクロロメタン代替化（2000年度比で1/10に削減）

③フッ素排出量の削減（再生利用による回収率UP）

毎年、行動目標を
掲げ活動実施

化学物質の
取扱量、保管量、
排出量等を削減
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工場のジクロロメタン削減

ジクロロメタン使用量推移
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フッ素ガス処理並びに回収

Ｍ

Ｐ Ｐ

ＭＦ

ＰＰ

第一次

反応器

（混合）

第二次

反応器

（沈降分離）

バブラ－

第二次反応器

送りポンプ
スラリ－

ロ－タリ－
フィ－ダ－

エアロ

ＰＰ

引抜ポンプ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

PH

Ｐ

苛性ソ－ダ（５６ＫＬ）

定量ポンプ

増量ポンプ

＋ ＮａＯＨ ＋

ＰＨ計給水ポンプ冷却水ポンプ

（排ガス冷却）（ＮａＯＨ補給）

循環ポンプ

（ＨＦ吸収）

Ｐ．Ｐボ－ル

テラレット

（水分上昇防止）

電気集塵機　ＥＰ

（ばい塵除去）

ＨＦ ＋ ＮａＯＨ　→　ＮａＦ

＋

ＮＯ２　→　ＮＯ２

（ミスト除去）

ミストエリミネ－タ－

（撹拌作用）

誘引ファン

MV
SV

SV

ＮａＯＨ

ＮａＦ

ポ－ル誘引ファン

Ｆ

排熱ボイラー

ガラス溶融炉

灰溜ボックス

レキュペレーター
排ガス処理設備内での反応

排ガス処理設備

165 0℃ 820 ℃

600 ℃

170℃ 150 ℃

100℃

50℃

熱
交
換
器

％生産)

ガラス溶融炉排出ガス濃度
　ＳＯｘ　　

　ＮＯｘ　　 26 0 ppm
　ばいじん

排ガス処理設備排出ガス濃度　　規制値
　　　　

　ＮＯｘ　　 26 0 ppm　　　　　　400  ppm
　ばいじん 　　　　

　Ｆ　　　　 　　　　

）

ＳＯ３

＋ Ｈ２Ｏ

２ＮａＯＨ　→　Ｎａ２ＳＯ４ ＋ Ｈ２Ｏ

（排ガス量 50 ,000N m3/h

(工場内蒸気使用量の60

0.1 6 Nm3 /h

  0 .11 g /Nm3

　Ｆ　　　　 32 0 mg/ Nm3

　ＳＯｘ　　0.0 3 Nm3 /h 35. 93 Nm3 /h

  0 .03 g /Nm3

 3. 6 mg/ Nm3

  0 .1 g/ Nm3

  1 0 mg/ Nm3

(間接部門の冬季温水暖房及び風呂)

循環池（循環液　Ｈ２Ｏ ＮａＦ）　ＰＨ　７.２～７.４

ＣａＦ２

(燃焼用空気の予熱)

Ｔ Ｃ Ａ： T urb ule nt  Co nt act  A bso rbe r 能 力 ：N o. 1＆ No. 3 50, 00 0Nm 3/ hr、 No .2  65 ,0 00N m3 /hr

排ガス処理設備・回収蛍石設備フローシート

Ｃ
コンプレッサ－

エア－

ドライヤ－

消石灰受入

消石灰

サイロ

Ｃａ (ＯＨ)２

Ｓ原　原料

＋ ２ＮａＯＨ

第一次、第二次反応器内での反応

ＮａＦ ＋ Ｃａ（ＯＨ）２　 　ＣａＦ２

回収消石灰

サイロ

中継ホッパー

Ｓ原サイロ

中継サイロ

スプレードライヤーブタンガス
熱風装置

空気輸送

空気輸送

炉へ再投入

(排ガス量 23, 000Nm3 /h×2基)
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１．フッ素のクローズドシステム

HF + NaOH → NaF + H20
2NaF + Ca(OH)2 → CaF2 + 2NaOH

化学物質排出削減対策

アセトンの再生使用
廃アセトンを蒸留し、
蒸気を冷却し、回収。

CaF2は原料に

NaOHは吸収液

全社におけるＰＲＴＲ対象物質の排出量推移

目標（５０％削減）を
上回る実績
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リスクコミュニケーション

福島工場、第二工場共に住宅街に囲まれた工場

地域との共生が
必要不可欠企業の発展

リスクコミュニケーションの必要性
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工場のリスクコミュニケーション

福島工場、第二工場では「モニター委員会」と称し、
工場近隣住民に「環境に関する説明会」 としてﾘｽｸ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを毎年２回定期的に８月と１２月開催。
約４０年近く継続実施。

モニター委員会概要

①地域の町会長及び役員
（地区で選出）

②工場の環境測定結果の報告
（ＬＴＰ測定法）

③環境トピックス

④質疑応答

⑤アンケート
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環境測定データ

・ＬＴＰ測定結果

・自社測定結果

・官庁立入結果

報告内容

福島地区ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(H17年度）

・大気中の濃度
マップによる
報告(NITE）

（計量事業所測定）
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前回の質問等の回答も含めて作成

地球温暖化の要因？

環境トピックス報告

わかり易い言葉による説明

ｐｐｍって？

アスベスト？

ＢＯＤとは
？
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実際の設備を目で見て安心して頂く！

環境施設の見学

モニター委員会風景

工場見学の実施

生産設備の見学

緊急時の対応システムの見学
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見える環境対策を実施！

目でわかる環境対策

地域住民の方々に見える場所に

グラジオラスを植樹し、地域ととも

に安全を確認しています。

グラジオラスはフッ素に敏感であり、

環境指標植物として有名
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地域住民の立場になって

拡散効果

着地濃度の測定は困難である。

それを可能とした方法がＬＴＰ測定法

出口濃度 高

着地濃度 低

地域の環境濃度
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ＬＴＰ測定法(lime treated filter paper method)

石灰水に浸して乾燥させた濾紙を大気中に放置して、濾紙

に吸着したフッ素を測定する方法。長期間におけるその地域

の暴露量を測定できる方法。

自然採取法であり、風向き等の影響を大きく受ける欠点も

あるが、それが実際の蓄積量となることから採用。
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モニター委員会の注意事項

・わかりやすい用語の説明も

・タイムリーな環境情報を提供

・質問や疑問については必ず、回答

・モニター委員会終了後、意見や苦情等
を集約し、次回に報告

・懇親会においても、積極的に話しをして
聞き出すようにする
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・河川の除草作業

・地区の用水路の清掃作業

地域への貢献活動

ボランティア活動

・河川敷のゴミ拾い作業

27



28

・企業並びに各団体来場

山形環境保全協議会、郡山市赤木町

内会、埼玉県蕨市役所、山形県立鶴岡

南高校、米沢八幡原下水道協議会、

米沢工業高校、日本真空工業会、

・中学生の環境学習並びに職場体験

福島附属中、郡山市立二中。

その他のリスクコミュニケーション

28



29

・福島県大気環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ主催

「ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに関する事例発表会」

における参加及び事例発表

工場モニター委員会の広報

リスクコミュニケーション広報活動
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その他地域への貢献

ご清聴ありがとうございました。


